






結論 

1)頻回再発型およびステロイド依存型ネフローゼ症候群に対して CHL,CYC の cross over 

study をおこなったところ,今回の使用量,法では CHL は CYC に比べて有意に長期の寛解を

得ることが分かった。 

2)近接的副作用としての脱毛症の発生は,CHL 使用例では CYC 例より有意に少なかった。長

期的副作用として性腺抑制,神経毒性催腫瘍性などの問題があり,慎重,適応,決定,使用法

と充分なフォローアップが望まれる。 


